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: The th Japanese Antarctic Research Expedition (JARE- ) wintering
party, with members, has successfully conducted the third-year project of the Vth
ﬁve-year JARE program, over the period from st February to st January ,
at Syowa Station, Antarctica.
The framework of the JARE- wintering party program was the same as those of
JARE- and JARE- , comprising three routine observation programs and project/
monitoring research observation programs in upper atmospheric physics, atmospheric
sciences and glaciology, geophysics, and biology. In addition to many continuing pro-
jects, several new observations were started: MHz/ MHz aurora radars and a
VLF wave receiver as part of the ionosphere program, aerosol sonde observations of
Polar Stratospheric Clouds (PSCs) as part of the meteorological program, HF/MF
radars as part of the upper atmospheric physics program, frequent VLBI experiments
as part of the geophysics program, and biological ﬁeld surveys (including two dives),
including monitoring of the undersea behavior of Weddell seals using bio-logging
devices.
In terms of inland ﬁeld surveys, two parties were organized: fuel transportation
and
September and to Dome Fuji/Yamato air-basecamp in November-January.
These surveys involved snow sampling, precise GPS positioning, and sub-glacial
surveys using three types of ice radar.
Logistical activities, conducted in cooperation with the JARE- summer party,
included the construction of a second summer lodge, the startup of a second kVA
generator and co-generator system, the development of a sewage plant, solar power
panels, an access road to the A-heliport, and the cleanup of disused buildings. During
the wintering period, e orts were directed towards the maintenance of all facilities at
Syowa Station, safety management, and practical support for ﬁeld operations.
The Antarctic Environmental Protection Law came into force in January .
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第 次日本南極地域観測越冬隊 名は 年 月 日から翌
年 月 日までの 年間 昭和基地で越冬し 第 期 カ年計画 年次の観測
設営計画を遂行した 越冬観測の枠組みは第 次隊と同じく 定常観測 電離
層 気象 潮汐 と 宙空 気水圏 地学 生物 医学の 分野におけるプロジェ
クト研究観測とモニタリング研究観測から成る 多くの継続観測に加えて 年次計
画に従い 新たな観測も開始した 電離層部門では オ ロラ
レ ダ観測および 電波観測を再開した 気象部門では エアロゾルゾンデを
計 回飛揚し 極域成層圏雲の観測に成功した 宙空部門では 第 レ ダお
よび レ ダのアンテナを更新 新設し 連続運用を開始した また 新たにナ
トリウム温度ライダ を設置した 気水圏部門では 温室効果気体の連続観測 エ
アロゾル観測などを継続した 地学部門では 地震計 超伝導重力計 観測な
どを維持するとともに 観測をほぼ月 回の頻度で実施した 生物部門で
は 沿岸露岩域の湖沼調査 夏期の潜水 回を含む ならびに小型デ タロガ
を用いたウェッデルアザラシの遊泳行動調査などを実施した
越冬中の内陸調査としては みずほ基地往復とド ムふじ観測拠点 旧名称 現
在はド ムふじ基地 やまと航空拠点を往復する広域トラバ スを実施した 後
者の 日間を越えるトラバ スでは 物質循環を探る雪氷試料採取 氷床流動量
測定のための精密 測位 周波アイスレ ダによる氷床内部 基盤地形観測
などの成果をあげた
一方 設営関係では 昭和基地整備計画 カ年 の 年目として 夏隊と協力
して第 夏期隊員宿舎建設 号発電機と熱源供給システムの更新整備
汚水処理棟設備の立ち上げ 太陽光パネル増設 ヘリポ ト道路整備などの基地整
備作業を実施するとともに 不要建物の解体撤去も行った 越冬期間中は 基地設
備の維持管理と安全対策 観測オペレ ション支援に力を注いだ
年 月に 南極地域の環境保護に関する法律 が発効し 第 次隊から梱
包材等の屋外焼却が実質的に全面禁止となった これらの処理や残置廃棄物を持
ち帰るための作業に多くの人手と時間を費やした 第 次隊では合計 うち
大型 の廃棄物を国内に持ち帰った
第 次日本南極地域観測越冬隊 以下 第 次隊 は 年 月 日に開催された
第 回南極地域観測統合推進本部総会 以下 本部総会 において決定された行動実施計
画に基づいて 年 月 日 年 月 日までの 年間 昭和基地を拠点として越
冬観測および設営活動に従事した
第 次隊は 南極観測第 期 カ年計画の 年次を担い 定常観測 モニタリング研究観
測 ならびにプロジェクト研究観測を実施するとともに 設営計画に従って 昭和基地の整
備と維持管理を行った 越冬期間中 ブリザ ドなどによる観測設備の被害も発生したが
基地観測はおおむね順調に実施することができた 基地周辺の海氷は 第 次隊越冬中
のように大規模に流出することはなく比較的安定していたため オングル海峡や内陸方面の
野外活動は計画通りに実施された
本報告は 第 次隊の基地観測 野外観測 設営活動 その他について経過の概要をまと
めたものである さらに詳しい情報については 日本南極地域観測隊第 次隊報告 国立極



































































Since this time, the outdoor burning of all packaging materials has been restricted at
Syowa Station; consequently, we sent a large amount of waste ( t, including t of
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地研究所 に また 越冬成立にも関係する第 次夏期行動の概要については 白石
に記載されている
表 に第 次越冬観測実施計画を示す 第 次隊は南極観測第 期 カ年計画の 年次
にあたり 観測計画の基本的な枠組は 第 次隊と同様である すなわち 電離層 気
象 潮汐の 定常観測 宙空 気水圏 地学 生物 医学系の 分野における プロジェク
ト研究観測 と モニタリング研究観測 から成る 多くの観測項目を継続するとともに
研究観測では新たな観測が追加された 宙空系の 南極域熱圏 中間圏へのエネルギ 流入
と大気変質の研究 では レ ダ ナトリウム温度ライダ 狭視野オ ロライメ
ジャ 等による超高層大気観測やオ ロラ観測 気水圏系の 極域大気 雪氷 海洋圏にお
ける環境変動機構に関する研究 では 内陸雪氷中における放射性同位体による物質循環観
測 周波アイスレ ダによる氷床内部 基盤地形探査等である 地学系はすべて継続項目
であったが 観測を頻度を上げて実施した 生物 医学系では 南極環境と生物の適応
に関する研究 として 定着氷下における生物基礎生産と生態系に関する調査とともに
デ タロガ を用いたウェッデルアザラシの潜水行動に関する研究が加わった
第 次観測隊員 同行者は 第 回本部総会において 第 次南極地域観測実施計画
とともに決定された 越冬隊は 越冬隊長宮岡 宏以下総勢 名で構成され この中には設
営系としては初めての女性越冬隊員 名が含まれた 表 に第 次越冬隊員名簿を示す 出
発時の隊員の平均年齢は 歳であった
越冬隊の運営を円滑に進めるため 総務 観測主任 設営主任 生活主任 野外主任の役
職を設けた 表 総務については実質的な越冬副隊長とし 越冬隊長が昭和基地不在の場
合 越冬隊長代行を兼務した 古川観測主任 土屋野外主任がみずほ旅行 月 日 月
日 の間は それぞれ工藤総務 佐藤克文隊員が主任を代行した さらに 春期ド ム旅行
月 日 月 日 で古川観測主任が長期不在となる 月以降は 東島隊員が観測主任
を代行した
月 日の第 回全体会議で越冬隊の基本的な行動規範となる 第 次越冬隊内規 を決
定した 消火体制 レスキュ 体制 ブリザ ド対策 廃棄物処理等の細則については第 回
全体会議 月 日 で決定した 第 次隊より環境保全対策が特に重要な課題となったた
め 詳しい廃棄物の処理方法を 昭和基地における廃棄物処理細則 として定めた
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第 次日本南極地域観測越冬隊員名簿 年 月現在表  
 5












ン会議で検討し 全体会議を経て決定した 直近の予定や各部門 係からの連絡事項は 夕
食時のミ ティングにて随時伝達した
観測 設営作業 野外行動 越冬生活などについて協議し 情報を共有するため 全体会
議 オペレ ション会議 観測部会 設営部会 生活部会を原則 毎月開催した 月以降
次隊の受入準備や輸送作業を効率よく進めるため 夏作業委員会を設け 毎夕食後にミ
ティングを持ち 翌日の作業計画 内容 人員 を検討 調整した
安全 防災は観測隊にとって最優先の課題である 出発前に作成した 第 次隊安全対策
計画書 ならびに越冬開始後に正式決定した 消火体制細則 ブリザ ド対策細則 等に
準拠して安全対策を推進した
夏期作業中は 作業開始前に必ず班ごとの 危険予知 ミ ティングを行い 潜在的な
危険に対する想像力と安全意識を喚起した これは冬明けの夏期作業においても励行した
が 素人集団が慣れない作業に携わる昭和基地の現場では効果があった
本格的な野外活動が始まる前の 月より 過去の事故例に基づき危険の所在と予防 対処
方法を全員で考える 安全研究会 を毎週開催した 毎回 越冬経験者が講師となり 基地
施設 車両 海氷 沿岸 内陸行動のテ マごとに事故例を検証した また 月には 野
外行動講習会 を開講し 装備品の使用法 クラック クレバスへの転落防止法 万一落ち
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には 救急処置講習会 を開講し 応急処置法の実技や救急セットの利用法を講習した 冬
明けの本格的な除雪作業に備え 月からはブルド ザ などの 重機安全講習会 を開始し
た 機械隊員以外にも多くの隊員が重機による除雪作業に加わるため こうした講習会が事
故防止に役立った 消火訓練についても毎月実施し 基地の防火体制を随時確認した
第 次隊越冬期間中の気温 風速の旬平均値を図 に示す
自 然 概 況
図
天候
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Fig. . (a) -day mean variations in air temperature, and (b) -day mean variations










記録的な悪天となった 年 月 上 下旬の平均風速が大きい値で歴代 位 に引き続
き 越冬前半は不順ぎみで推移した 月にはブリザ ドが連続して襲い 基地主要部に大
量のドリフト 吹き溜まり をもたらした 月中旬には一転して快晴日 以下の低
温 が 週間ほど続き 月 日には最低気温 を記録した これ以降 比較的安定
な天気が増え 冬明けに計画されていた多くの野外行動を順調に実施することができた 越
冬期間中のブリザ ドは合計 回と平年並みであった 各月の概況を以下に記す





月 月平均雲量が過去最多 を記録した 中旬から下旬にかけてブリザ ド 級
回 や降雪 曇天が続いた ブリザ ドで吹き溜まりが基地主要部に堆積した
月 不安定な天候が続き 月平均雲量は 月として最多 月平均気圧も低い値 位
を記録した ブリザ ドで大量の吹き溜まりが堆積し 倉庫棟近くの
ケ ブルラックが陥没した
月 太陽が出ない極夜期で吹き溜まりも増大し 汚水処理棟から倉庫棟にかけて建物がほ
ぼ埋まった 成層圏の温度も下がり 極成層圏雲 が視認され始めた
日の 級ブリザ ドは 最大瞬間風速 を記録した
月 日に太陽が戻り 日間の極夜が明けた 中旬に 日間以上にわたり安定した晴
天が続き 連日 以下の低温となった
月 平穏な晴天が続き を下まわる低温日が計 日間を数えた みずほ旅行隊出発
をはじめ 沿岸の野外活動が本格化した
月 全般的に曇り日が多く おおむね安定した天候で推移した
月 日に接近した低気圧は規模が大きく 最も低い気圧歴代 位 を記録し
た
月 初旬に最高気温がプラスに転じ 穏やかな気候となった 基地内の除雪を中心とす
る夏期作業を開始した
月 全般的に穏やかな天候が続き 基地作業や輸送作業が進捗した
年 月 引き続き好天に恵まれ 輸送作業が順調に進んだ
図 に昭和基地で受信した 年 月から 月までの 衛星 画像による
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となった 湾内の西側約 の領域が流出した ただし 第 次隊とは異なり 流出域
はオングル諸島周辺までは及んでいなかった 月には流出域が再凍結し始め 月には湾内









を観測した ブリザ ドにより エレメント 銅線 の断線 支柱の倒壊などの被害を受け






天頂に向けた 素子八木アンテナと メ タを用いて
の短波帯の銀河電波 宇宙電波雑音 を連続観測した 受信感度が低下して
いることから同軸ケ ブル コネクタ箇所や受信機の調査を行ったが 特に損傷および異常
は見受けられなかったため そのままの状態で観測を継続した 感度が若干低いものの 一
年を通じておおむね良好なデ タが収得できた なお 同軸ケ ブルについては すべて第
次隊夏作業で張り替えた
短波電界強度観測
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パルスドチャ プ方式レ ダにより電離層の見かけ高度を計測した 越冬初期からパソコ
ンのフリ ズによる欠測が相次いだ フリ ズした場合はシステムと ドライブを再立ち
上げし 正常動作させることで観測を継続した アンテナ ケ ブルを除く装置一式を第
次隊で持ち帰るため 月 日に観測を停止した
オ ロラレ ダ観測
パルスレ ダ方式により および のパルス変調波をオ ロラに向けて連
続送信し その散乱電波を観測した 不調のため国内で調整した レ ダ観
測装置を持ち込み 再設置した 第 次隊越冬中にブリザ ドで破損した
両アンテナの修復を夏作業で行った
レ ダは 越冬開始直後の 度のブリザ ドにより受信アンテナおよびケ ブル
に多大な被害を受け 観測中断を余儀なくされた デ タに筐体からと思われるノイズが入
ることが判明し 観測装置の改良を行う必要があると判断して アンテナとケ ブルを除く
すべてのシステムを持ち帰ることとなった レ ダについても 観測装置の立ち上
げ時期にブリザ ドにより受信アンテナブ ムが損傷し 越冬中の観測を断念した 第 次
隊夏期間にアンテナを修理し 観測装置の立ち上げ調整を行った
電波測定
ル プアンテナを用いて米国 ハワイ から送信される の 電波を受信した
夏期間中に電離層棟屋上にアンテナを設置し 月からアンテナ方位を調整しながら観測を
行った おおむね順調にデ タを収得できた
第 次隊を引き継ぎ下記の定常観測を実施するとともに 総合気象観測装置 地上系 に
新たに視程計を取り付けて正式運用を開始した また 気水圏部門と共同で大気微量成分観
測およびエアサンプリングを実施した なお 第 次隊気象部門の活動については デ タ
解析結果を含む詳しい報告が第 次隊気象部門報告 東島ほか に記載されている
地上気象観測
気圧 気温 露点温度 風向風速 全天日射量 日照時間について 総合自動気象観測装
置 地上系 により連続観測および毎正時の観測を行った また 降雨強度計付視程計
を目視観測補助測器として観測を行った 雲 視程 天気については 目視により
日 回の観測を行った 総合自動気象観測装置 地上系 用センサ の一つとして視程計
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毎日 と の 回 ヘリウムガスを充填した自由気球に 型レ ウィンゾ
ンデを吊り下げて飛揚し 気球が破裂する上空約 までの気圧 気温 風向 風速およ
び気温が に達するまでの相対湿度を観測した 観測結果は 国際気象通報式
報 により 通報装置を使用して静止衛星経由で通報を行った 越冬期間中の飛揚回数
回 資料欠測 回 再観測回数 回 最高到達高度は であった
特殊ゾンデ観測
型オゾンゾンデを用いて気温とオゾン量の鉛直分布を測定した オゾンゾンデ
は計 台 気象庁分 台 分 台 を持ち込み 月から 月まで週 回観測し
た なお 発信器不良が 台生じたので 観測回数は 回となった また エアロゾル 大
気浮遊微粒子 の粒径別鉛直濃度分布を観測するため 型
と 型レ ウィンゾンデを結合したエアロゾルゾンデを計 回飛揚した
オゾン観測
ドブソン分光光度計 を用いて太陽北中時と午前午後各 回 波長組による
太陽直射光および天頂光によるオゾン全量観測を行った 太陽光による観測ができない冬期
には月光直射光による観測を行った また 層別のオゾン量観測のため 反転観測を天頂晴
天時に可能な限り実施した 日代表値オゾン全量は 月下旬から 月中旬までオゾンホ




のオゾン濃度を観測した 第 次隊使用のオゾン濃度計 現用と予備 と第 次隊持ち込









昭和基地で観測した地上 高層観測資料に加えて キャンベラ放送の南半球 面解
析図と地上および 面の 時間予想図 プレトリア 南アフリカ 地上天気図 気象
庁配信天気図 衛星雲画像 からの雲画像等の情報をもとに天気解析
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し 日 の天気予報や野外オペレ ション時に気象情報を提供した
その他の観測
のロボット気象計は 発信器交換のため運用休止した 月中旬 月上旬以外は通年
運用した 観測項目は 月までは気温 風向 風速で 月から現地気圧も追加した
基地内 上の サ バに気象情報ペ ジを開設し 総合自動気象観測装置 地上
系 の観測デ タ 気圧 気温 風速 視程等 を 分ごとに転送し 気象デ タを準リア
ルタイムに基地内に提供した
プロジェクト研究観測として 南極域熱圏 中間圏へのエネルギ 流入と大気変質の研
究 モニタリング研究観測として 極域電磁環境の太陽活動に伴う長期変動モニタリング
の課題の下に オ ロラ 磁気圏ダイナミックス 超高層大気を対象とした観測を実施した
南極域熱圏 中間圏へのエネルギ 流入と大気変質の研究
大型短波レ ダ システムによる広域観測
短波帯電波を極域電離層に向けて発射し その反射エコ の強度とドップラ シフトから
電離層プラズマの運動を広範囲にわたり観測した 第 次隊で建設した第 レ ダは
基すべてのアンテナに著しい損傷が生じたため 第 次隊で土台を残して解体撤去した 第
次夏作業において第 レ ダと同じクリエ トデザイン社の アンテナに変
更 再建した タワ 基部に設置していた パワ アンプ も新たに 小屋を建
設し屋内に収容した 第 レ ダは試験運用を経て 月 日から 第 レ ダは 月 日
から連続観測を再開した 以後 両レ ダともに順調に観測を続け 日以上連続して停止す
ることなく越冬交代まで観測を継続した
レ ダによる中間圏から下部熱圏の風速観測




従来の レ ダでは 相関法による風速観測と電子密度観測を同時には行ってはいな
かったが デ タ処理ソフトウェアを変更することで同時観測が可能となった これにより
最高 分の時間分解能で観測可能となった さらに流星エコ 観測用のソフトウェアを越冬
中に新たに開発した これも先の観測と同時運用が可能で 同類のレ ダよりもはるかに多
くの情報を引き出せるようになった
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を導入した 今回設置した装置は 固体レ ザ として実績のある レ ザ をベ
スにしたもので 従来のシステムに比べてコンパクトで保守が容易である 連続光レ ザ
を種としてパルスレ ザ の波長を狭帯域化し 種レ ザ の波長を精密に制御することで
中間圏界面に分布するナトリウム原子のドップラ 幅から温度の高度分布を求めることがで
きる
ライダ の組立は 月から始め 光学定盤上のレ ザ の組立は 月末までに終了した
が 分解して持ち込んだ望遠鏡が国内調整時の状態に復元できず 月中旬まで調整に時間
を要した 試験観測開始を目前にした 月 日 光学定盤上に冷却水の水漏れを発見した
調査の結果 フラッシュランプマウントの内壁が損傷していることが判明した この原因は
月 日の 日間 観測棟が無人で暖房せず 室温が氷点下まで下がり フラッシュラン
プの循環冷却水が凍結したことによる
月下旬 第 次隊の第一便で到着した交換部品を用いて復旧作業を進め システム再
立ち上げを行った 第 次隊で観測結果を出すまでには至らなかったが 第 次隊夏作業
期間中にライダ 送信系を完全に復旧させ 最終的に観測可能な状態まで調整できた
狭視野高速オ ロライメ ジャ によるオ ロラの微細構造観測
磁気天頂方向に固定した狭視野のデジタル カメラ 台とアナログ カメラ 台
を用いて オ ロラの高時間 空間分解能観測を行った 最も空間解像度の高いカメラの画
角は約 度 横方向 で 毎秒 コマ のオ ロラ撮像が可能であった
デジタル カメラは 画像を取り込む光学系 イメ ジ インテンシファイア
縮小光学系 空冷式デジタル カメラ 制御用コンピュ タ などで構成される
枚の画像は 画素 のデジタルデ タからなり 露光時間 露光間隔
で 枚の画像を取得した
アナログ カメラは と の 種類があり は 一体型空冷式
カメラを は暗視撮像装置を使用した
全カメラを衛星受信棟屋上光学ド ム内に設置した 磁気天頂方向 方位角 度 高度
角 度 に向けて固定し 月 日よりデジタル カメラ 台と カメラによる予
備観測を開始し 月 日から 月 日まで本格観測を継続した 総観測日夜数は 夜で
あった
全天単色イメ ジャ 観測
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観測は 月 日から開始したが 途中デ タを保存していた媒体のトラブルによりデ タ
を失ったため 最終的には 月 日から 月 日まで 日間のデ タを取得した 月に
フィルタ 構成を変更し 基本的に と の観測を主体に実施した
電波スペクトラム 偏波観測
情報処理棟の風上側約 地点に簡易クロスダイポ ルアンテナ 地上高約 を設置
し 受信した の 電波を高速リアルタイムスペクトラムアナライ
ザ と偏波計 を用いて周波数スペクトラムならびに偏波の観測を行った 観測は 月
日から 月 日までの間 可能な限り行ったが 当初からシステムのハングアップ 異
常停止 が頻繁に発生し 断続的な観測となった
衛星デ タ受信
多目的衛星受信設備を用いてデ タ受信を行った 月 日から 名 交代シフトで
時間受信体制に入り その後 パス要求の減少により 順次 週 名 週 名と減員した
月 日から 月 日まで受信は無くなった 月の受信再開後は 週 名から週 名の
体制で 月 日から昼間のパスのみ受信した 年間の総受信数は パスであった
衛星デ タ受信
衛星の受信は基本的に全自動で 年間を通してほぼ順調にデ タ取得を行うことが
できた しかし 週カウンタ のロ ルオ バ 問題 月 や 年問題 月
対応など特別なシステム改修作業が発生した
大型アンテナレド ムとの干渉を避けるため バンド受信アンテナの移設作業を
月 日に完了した 年間の総受信数は パスであった
太陽 天空放射輝度分布観測
太陽 天空放射輝度分布のモデル式を作成することを目的として 太陽 天空放
射輝度計を用いて 月 日から 月 日まで 分ごとに 時間連続計測を実施した
同時に 可搬型の太陽 波長 放射計により 水平面




全天 カメラ 全天テレビカメラ ならびに掃天フォトメ タ
の 種類の装置を用いてオ ロラのモニタリング観測を実施した
月 日に全装置の試験観測を行い 月 日より本観測を開始した 太陽活動のピ ク
を翌年に控え 活発なオ ロラ現象が期待されていたが 月 月は天候に恵まれず オ
ロラ活動は晴天時でも低調であった 月中旬から天候が回復し 月 日の観測終了まで
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あった なお 月 日と 月 日の 回 アイスランドとの共役点観測を実施した
超高層モニタリング観測
第 次隊では従来からの観測を継続するとともに デ タ収録システムである
を新システムに更新した アイスランドとの共役点観測を 月 日と 月 日までの
回行った この間 ワイドバンド記録用の ビデオデッキを 時間収録した
西オングルテレメ タ施設については バッテリ 充電を計 回
実施した また リオメ タアンテナ 本のリフレクタ を修復した
イメ ジングリオメ タ観測
行 列のダイポ ルアレ アンテナを持つ リオメ タにより 基地上空
四方の領域を空間分解能 時間分解能 秒で走査し オ ロラ出現に伴う電離層電子




地磁気変化計室において 社製 型セオドライトに搭載した 社
製 型フラックスゲ トプロ ブを同社製 型 に接続
して偏角 と伏角 を また 社製 型携帯型プロトン磁力計を用い
て全磁力 を測定した 観測は月 回 月の下旬に地磁気静穏日を選んで実施した
地磁気 成分連続観測
島津製作所製フラックスゲ ト磁力計を用いて 地磁気 成分のアナログチャ ト記録
システムによる への記録 によるデ タ収集を行った は に記
録したデ タを解析して作成した 結果は地磁気絶対値観測デ タとともに 翌月に国内へ
メ ルで報告した
プロジェクト研究観測 極域大気 雪氷 海洋圏における環境変動機構に関する研究 と
して つのサブプロジェクト 南極大気 物質循環観測 氷床変動システムの研究観測
および 南極季節海氷域の大気 海洋相互作用 を実施した また モニタリング研究観測
として 大気微量成分モニタリング と 氷床氷縁監視と氷床表面質量収支のモニタリン
グ を継続して実施した このうち 氷床変動システムの研究観測 として 回の内陸調査
旅行を実施した また 共通観測の 衛星デ タによる極域地球環境変動のモニタリング
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エアロゾルの粒径別数濃度の連続測定を 型 の 粒径 型
以上 の 台のパ テクルカウンタ を用いて計測した 型は第 次隊が
しらせ 艦上で使用したもの 型は第 次隊持ち込みの機器を使用した 観測値の
互換性を確保するため第 次隊で使用中の機器との同時観測を実施した デ タ解析プロ
グラムにバグが発見され プログラム修正を 月下旬に実施し 以後連続測定に入った
エアロゾルゾンデ飛揚観測
エアロゾルの粒径分布プロファイルを得るため 定常気象部門と共同で 年 月 日




昭和基地からド ムふじ観測拠点へ至るル トには 地点の雪氷基本観測点が設置され
氷床表面流動量等の観測が毎年継続されている 第 次隊では昭和基地からド ムふじ観
測拠点へ至るル トに加え 白瀬氷河流域の の等高線沿いにほぼ沿っている
ル トに雪氷基本観測点を新たに設置し ド ムふじ観測拠点頂上から白瀬氷河への流線に
沿うように 地点から 地点へ至るル ト 仮称 ル ト を新たに設置して
雪氷観測を実施した
アイスレ ダによる氷床の内部と底面の観測
に加えて のレ ダを新たに製作し 周波で氷床の内部および底面の
観測を行った これは 近年の研究により 低周波では氷床中の酸性度の分布が 高周波で
は氷床氷の物理構造が それぞれ観測できることが明らかになったからであった
本観測は春ド ム旅行中の 年 月 日にド ムふじ観測拠点で開始し 月 日の
到着まで氷床内部と基盤からのエコ を良好に取得した
周波アイスレ ダシステムの機器構成
雪上車に レ ダを 雪上車に のレ ダを搭載し
た オシロスコ プ レクロイ社製 では波形デ タを 間隔 受信
ビデオ出力は から でデジタイズし コントロ ラを介しパソコンへ 個 移
動観測時 または 個 定点観測時 平均した波形デ タを送った また車載 から位
置と時刻を取り込みデ タのヘッダとした 平均化した デ タの取得に要する時間は 合
計で約 秒 個平均 ないし 秒 個平均時 であった 振動対策として パソコ
ンのハ ドディスクはシリコンディスクに換装し デ タ書き込みはハ ドディスクではな
く カ ドに行った
昭和基地での立ち上げ作業および 周辺での運用試験
地学棟にレ ダ本体を設置し ダミ ロ ド装着による連続運用試験と実射試験 アンテ
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ナは地学棟横に見晴らし台に向けて設置 をそれぞれ 月と 月に実施した 基地起因と
思われるノイズが多かったが 機器の正常動作を確認した 月にとっつき岬で雪上車に
レ ダを搭載し および とっつき岬間での運用試験を行った
本観測の観測条件および観測経過
ド ムふじ観測拠点への往路 中継拠点からド ムふじ観測拠点の間でダミ ロ ド装着
による連続運用試験を行い 実際の動作環境 温度 電圧 振動など における出力 遅延
時間等の連続モニタ を行った ド ムふじ観測拠点到着後 月 日にアンテナを設置




停止させて観測した 一方 偏波観測では アンテナ 車両 の向きを変えることによって
真北から 度刻みで各偏波面の情報を得た また スペックルノイズを軽減させるため
車両を前後に数十 移動させながら観測を行った
南極域における大気 雪氷中の化学トレ サ の地理分布測定
夏期ド ム旅行 みずほ旅行 春期ド ム旅行において 等の海塩起源物質を測
定するため ル ト上 ごとに約 の積雪採取を行った キャンプ地では 高層大気
起源の 半減期 日 を測定するため約 の積雪採取を行った 春期ド ム旅行











昭和基地では 月中旬から 月上旬まで運用し 超音波積雪深計の良好な動作を確認し
た 冬期みずほ旅行で装置を移設し 月上旬から 月上旬まで で無人観測を行った
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を塗布し低温特性に優れたグリ スに交換したものとを観測棟屋上に設置し 年 月末
から 年 月末まで比較観測を行った
深層ドリル回収作業
深層掘削孔拡大のため 第 次隊で 年 月に高密度液 を注入し 月
にドリルの引き上げを試みたが 回収には至らなかった 第 次隊では 年 月
日に高密度液 を注入した 月 日に深層掘削孔内の液面レベルを測定したとこ









で運用した 機器に付随するハイドロカ ボン の白金線の断線 プログラ
ム カ ド リニアリティおよび再現性チェック用 のエラ による故障が発生し
た 第 次隊使用の部品と交換し 復旧した
地上オゾン 連続測定
型 型の 台の計測器を併用した連続観測を継続した 出力異常が数回発生した
が 電源の 操作で対応した
成層圏オゾン 二酸化窒素 の連続測定
型 型の 台の可視分光器による連続観測を継続した 年 月 日をもって観
測終了となり 装置の解体 梱包を実施し すべて持ち帰りとした
大気サンプリング
酸素濃度比測定 同位対比測定 温室効果気体測定 大気中微量気体濃度
ハロンカ ボン 精密測定 南極地域の大気の保存など それぞれの方法で大気を充填採取
した
その他
液体窒素製造装置 の運転時間は 時間 連続運転 日相当 となった 通
年コンプレッサ を含む各機器は正常な駆動状態で推移した
衛星デ タによる極域地球環境変動のモニタリング
ヨ ロッパ宇宙機関 の 衛星および米国海洋大気庁 の 衛星
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アルゴリズム開発に資することを目的として 積雪 海氷 露岩の野外分光観測を実施した
さらに 衛星搭載合成開口レ ダの として用いるために コ
ナ リフレクタ 台を東オングル島内の露岩域に設置した
衛星の デ タについて 新たに全パスの 画像を自動的に作成し
昭和基地サ バ上の サイト への掲載 国内研究者への電子メ ルによ
る送信 および検索用画像として保存を行うシステムの運用を開始した
衛星デ タ受信
多目的大型アンテナを用いて 衛星の観測デ タを受信した センサは バンド合成
開口レ ダの である 主として のデ タを受信したが インタ フェロメ
トリ用のデ タセットを得る目的で の受信も行った 合わせて全 パスのうち正常
受信は パス 部分欠測は パス 欠測は パス キャンセルは パスであった
衛星デ タ受信
バンド衛星受信システム システム によって 衛星の観測デ タを
受信した テレメトリは であり 受信後のル チン処理によって および
のデ タを抽出しファイルを作成した 月 日に受信パラメ タの最終的な設定変
更を行い 日あたりの受信パス数を パスとした その時間帯および衛星は
頃の 頃の 頃の
である
また 受信したデ タを活用するため 全パスの デ タから自動的に 画像





測を 年 月中旬から 月中旬にかけて実施した 使用した分光放射計は 測定波長






は 融解させたのちボアサイズ の フィルタ および の
フィルタ で二段濾過を行った これらのフィルタ の重量を測定することにより 不
純物の濃度を算出した また粒径については ポケットマイクロスコ プによる目視と接写
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カメラによる写真撮影の二つの方法によった これら以外にも 積雪深 雪質 層構造 密
度 雪温 体積含水率等の各項目を測定したほか 観測中の日射の変動を把握するためにア
ルベドメ タ によっても並行してデ タを取得した
衛星 デ タ解析のための 設置
衛星搭載合成開口レ ダ のデ タ解析に際して として用いることを目的
に 三面レ ダ反射体コ ナ リフレクタ 台を設置した 場所は昭和基地 ヘリポ ト
の南西 の地点である
プロジェクト研究観測 南極大陸の進化 変動の研究 として 総合的測地 固体地球物
理観測による地球変動現象の監視と解明 を モニタリング研究観測として 昭和基地およ
びリュツォ ホルム湾域における地震 地殻変動モニタリング を実施した これらに加え





ヘリウム液化機も順調に動作した 第 次隊から不具合が発生しているチラ については
新品へ更新した また デ タ収録システムについても更新し 新たな収録装置によるデ
タ収集を開始した
観測および水素メ ザ
第 次隊より カ年計画で昭和基地にて 観測
を行い 南極プレ ト運動やリッツォ ホルム湾周辺の地殻変動を精密に計測することに
なった 第 次隊はその 年目として 第 次隊で導入した観測装置を引き継ぎ より高
精度かつ応用的な観測を計 回実施した 回あたりの観測時間は 時間に短縮した
水素メ ザ 原子周波数標準の動作状況を年間通じてチェックした メ ザ 発振器を置




が第 次隊から運用されていたが カ ドの不具合などにより
年 月に観測を中断していたため 第 次隊では 検査を受けたカ ド 追尾装置本体を持
ち込み 再立ち上げした 年 月に再立ち上げ作業を開始したが 正常に装置が動作せ
ず 越冬中を通じて調査した結果 アンテナ駆動装置と追尾装置本体間のケ ブル短絡が原
地学系
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因と判明した ケ ブルの修理を試みたが成功せず ケ ブル一式を持ち帰りとした
衛星軌道精密決定用 観測
故障していたアンテナおよび架台を持ち込み 年 月に再設置を行った 設置後は自
動で電波の発信が行われ 衛星で受信した信号がフランスに送られ 衛星軌道の精密決定お





半年に 度 短周期地震計センサ のレベル等の調整と広帯域地震計センサ のガラスベ
ルジャ 内の真空確認を行った 成分のいずれにも気密の低下は認められなかった
アナログ収録
長時間アナログペンレコ ダ 三栄製 を用いて 成分を
成分を の記録速度でそれぞれ連続記録した 不調であった 同じく 三栄
製 は 年 月に第 次隊地学隊員によって第 次隊持ち込みのアナログペンレコ
ダ 理化電機製 に交換され の速度で 広帯域 成分の記録を行ってい
た
デジタル収録
第 次隊より開始された 変換器からワ クステ ションへのデ タ収録を行う新収
録システムはおおむね順調に稼動しており 週間に約 回の頻度でワ クステ ションの






可搬型の広帯域地震計 成分一体型 をリュツォ ホルム湾の沿岸露岩域に
複数設置し 地震波形 主に遠地地震 の解析から当該地域の地殻 最上部マントル およ
び地震波形の伝播してきた地球内部の地震学的構造を探ることが目的であった 観測システ
ムは 太陽電池 枚 と 個の鉛蓄電池 を並列につないで電源とし デ
タロガ 白山工業製 により サンプリングで連続収録した 年
月末にとっつき岬観測点のセンサ を第 次隊持ち込みの新規センサ 機種は同じ に交
換し 約 離れた地点へ移設した 月初旬には ラングホブデ雪鳥沢観測点のセンサ
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した 月にとっつき岬観測点のデ タロガ も交換し すべての観測点においてバッテ
リ およびハ ドディスクを交換した
ラコスト重力計による地球潮汐の観測
重力計室内の専用基台に設置されたラコスト重力計 は 越冬期間中 順調に稼働
し デ タを取得した
連続観測
第 次隊より開始した 連続観測装置 点 は順調に稼働し デ タを取得した




西の浦に設置された水圧型検潮儀 型水晶水位計 台の潮位デ タを地学棟内
の打点式記録計と 年 月に設置された新収録システムにより連続収録した 収録プロ
グラムは設置当初から約 日おきにエラ を出して停止する状態が続き 最終的に 月に
バグ解消が行われたプログラムをインスト ルするまでの間 不都合が生じた
海水位副標観測
西の浦検潮小屋近傍の海氷上で 海水位変動の観測 海水位副標観測 を行った 海水位
副標観測は ビデオ撮影と精密 観測の 種類を行った
沿岸露岩域における 測量 重力測定
昭和基地近傍ならびに周辺沿岸露岩域 とっつき岬 ラングホブデ雪鳥沢 スカルブスネ





ラックスゲ ト型磁力計デ タ 成分も同時にハ ドディスクに収録した
プロジェクト研究観測として 南極環境と生物の適応に関する研究 モニタリング研究観
測として 海氷圏変動に伴う極域生態系長期モニタリング を実施した 第 次隊では プ
ロジェクト研究として 主に定着氷海洋生態系に焦点を当てた 海氷圏環境変動への生態系
応答の研究 陸上生態系に焦点を当てた 露岩域生物相の起源と定着に関する研究 さら
にそこで活動するヒトの医学 生理学に焦点を当てた 低温環境下におけるヒトの医学 生
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月中旬に開水面となっていた西の浦の験潮場所沖 水深 に観測定点 を設
け ここでの海氷の成長 水温 光環境季節推移観測 アイスアルジ の定期的試料採取を
実施した 氷試料はドリル アイスオ ガ を用いて柱状採取した 次に電動ドリルにて




ジ 光合成実験試料とした 光合成測定は 差動式検圧計 プロダクトメ タ を用いた




置 水温計 濁度センサ を備えた電磁流速計 台からなる係留系を設置し 越冬期間中
の定期的な試料採取 デ タ取得を実施した 見晴らし岩沖のオングル海峡中央部にも観測
点を設け 海氷上から自動採水器と水温計 水深 アンデラ流速計 水深 セジ
メントトラップと水温計 水深 アンデラ流速計 水深 を取り付けた観測 試
料採取システムを係留した 第 回目の係留は 月 日 月 日まで 回目は 月 日
月 日まで実施した この 回の係留において 月 日採取するはずだった自動採水
器の試料が取れていなかったほかは すべての観測機器 試料採集が正常に動作した
リュツォ ホルム湾 オングル海峡 海洋鉛直観測
係留観測で得られる試料 デ タを補強するため オングル海峡を南北に切断するように
観測および採水を実施した 観測点は係留観測地点約 南の ラングホブデ沖
および更に ほど西沖の ホノ ル海底谷 テ レン海底谷 の 点
を設け 極夜明けから早春に実施した
オングル海峡南北ラインの氷厚 アイスアルジ 量の調査
春のアイスアルジ の発生分布状況を調査するため 月 日にオングル海峡のほぼ中
央部を走る昭和 ラングホブデル ト ル ト 上にて 積雪量 アイスオ ガ による海
氷の柱状採取と氷厚測定 試験的な炭素分析用試料として穴より表面水を採取した
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西の浦に試料採取点を 点 それぞれ水深 北の浦に 点 水深
を設け 月に 度以上試料採取を実施した これら観測点の他 月には北の瀬戸 水深約




溶液で卵と精子の放出を誘導したが 受精は確認できなかった 一方 春季 月
試料では 実験室にウニを移送した段階で自発的に卵と精子の放出が生じ これらを隔離し
て卵 精子試料とした この一部を混合したところ直ちに受精し 受精卵の分裂が始まった










第 次隊では航空機が無いため 雪上車ないしスノ モ ビルを用いた海氷上の探査 見
晴らし岩からの目視調査を行った
標識調査 サンプル採集 体長測定
計 頭に対して標識装着を行った 頭の内 月 日にオングルカルベンで出産した
成体雌 母 には 第 次隊で新生児に装着した標識 丸形プラスチック製
と刻印 が付いていた これは 年に産まれた個体が 年後にも引き続き繁殖に参
加していることを意味する貴重な例である 標識装着の際は 専用捕獲袋 で捕
獲し 左右後肢指間にレザ パンチで径 の穴を空けた後 頭につき 個ずつ黄色の
プラスチック製標識 を装着した
デ タロガ を用いたウェッデルアザラシの潜水行動調査
デ タロガ を 個体に装着し 個体から回収した 回収率 割 デ タロガ 装着
後に場所を移動した個体は計 頭いたが 内 頭は再発見された 回収に失敗した要因は
装着個体の再発見が出来なかった例が 例 残りの要因はすべてデ タロガ の脱落による
ものであった 今回用いたデ タロガ は下記の 種類であり それぞれの回収結果を述べ
る
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速度 プロペラ回転数 深度 圧力 軸加速度 温度をそれぞれ任意の測
定間隔で連続的に記録する行動記録計 デ タ容量は 万デ タ以上で デ タ圧縮
機能を持つ
測定間隔は 速度 秒 深度 秒 加速度それぞれ 秒 温度 秒に設定した 計
頭 母 頭 仔 頭 非繁殖雌 頭 からデ タを得た 内 母 頭の記録は数時間
で停止し 仔 頭は水中に入らなかった
万画素のデジタル画像を任意 秒以上 の間隔で撮影するデジタルカメラ
深度 圧力 も任意の間隔で測定される 事前に設定した深度以上でのみ撮影するよう
に設定可能
測定間隔は 画像が 秒ないし 秒 深度 秒に設定した 記憶容量は約 枚 フ
ラッシュを内蔵し 事前に設定した閾値以下で自動発光する 計 個体 母 頭 非繁
殖雌 頭 からデ タを得た 撮影枚数は 枚から 枚
心電記録計 デ タ容量は 万デ タ以上で デ タ圧縮機能を持つ
測定間隔は 秒に設定した
を持ち アザラシが水中に入ると同時に測定が開始されるように設定




を用い全身麻酔を行った 全症例に対し麻酔効果を認めたが 重篤な合併症は 例も認めな










年 月に第 次越冬隊員と夏期沿岸観測を共同実施した 第 次隊到着時の夏の天
候は極めて不順であったせいか 従来 湖氷が完全に溶けていると報告されていた湖沼でも
氷が溶けずに残っており これが種 の観測の妨げとなった
あけび池 月 日 では潜水によりコケの分布状況のビデオ 写真映像撮影 コケ試料
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の採取を行った あけび池では通年の水温 光環境を観測すべく コケ群落近傍にこれらの
デ タロガ を設置した
次いで 第 次隊により見い出され命名された コケ坊主 が 湖底から塔状に直立する
水棲ナシゴケ群落のあるスカルブスネス 群湖沼において 第 次隊によって設置された
温度デ タロガ の回収とデ タロガ の再設置 コケ群落密度の測定を試みた 月
日
雪鳥沢では 雪鳥池において第 次隊が設置したデ タロガ の回収と新たなデ タロ
ガ 設置を行った 月 日 ただし 雪鳥池にもすでに氷が発達しており 第 次隊
設置のデ タロガ を発見する事はできなかった
越冬期間中の実験研究と湖沼の予備調査
越冬期間中 あけび池および くわい池 仮称 から採取した水棲コケの分離培養と生育
した状態での保存培養を試みた また ラングホブデ露岩域 スカルブスネス露岩域への沿
岸旅行をそれぞれ数回企画し 第 次夏隊と共同で実施する湖沼調査の予備観測を実施し
た 沿岸旅行の詳細は別項を参照
年 月 年 月夏期観測
第 次夏隊と共同でラングホブデの 湖沼 スカルブスネスの 湖沼 西オングル島の
湖沼の水質測定を実施した ラングホブデ湖沼群に関しては 水中の浮遊藻類量の測定の
為 水試料を現地にてガラス繊維ろ紙で濾過し 捕集物を有機溶媒抽出してクロロフィル
量を測定した また スカルブスネスの湖沼群では 投げ込み式コケ採集具にて水棲コケ試
料の採取を試み 群湖沼のすべてと 群湖沼の大半から水棲コケ試料を採取し 分布を確
認した すべての湖沼から採取した湖水 植物等の試料の一部は 冷凍保存し国内で分析す
る予定である なお 年 月にあけび池 雪鳥池 池に設置したデ タロガ はこの
期間にすべて回収し ほぼ 年にわたる 分ごとの水温記録等を得る事ができた また ス




年 月および 年 月 月上旬に実施した 第 回目は第 次越冬隊員ととも
に 年 月上中旬にぬるめ池脇の高等植物の監視分析試料採取 月 日 地区の
生物監視 月 日 を行ったほか 東オングル島 アンテナ島を含む での土壌藻類およ
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年 月 日にオングルカルベン まめ島 弁天島 ルンパ 水くぐり浦 袋浦 イッ
トレホブデホルメン ネッケルホルマネ 鳥の巣湾のコロニ において成鳥数を数えた 複
数の調査員が連続して 回 カウンタ を用いて数えた 調査員ごとの平均値が調査員の間
でばらついた場合 最大値と最小値を除いた後 全体の平均値を求め コロニ ごとの値と
した
繁殖巣数調査
年 月 日にオングルカルベン まめ島 ルンパ 水くぐり浦 袋浦において繁殖巣







これまでデ タロガ を用いた潜水行動調査は 卵孵化後からクレイシ形成期にかけて
成鳥がコロニ 付近で採餌している夏期間のみ行われてきた 孵化期以前 成鳥がコロニ
から遠く離れた開氷域まで出かけて採餌する際の潜水行動は これまでデ タが得られてい




夏期ド ム旅行において 寒冷刺激暴露による身体異常 およびそれに対しプロスタン
ディン軟膏を投与した時の効果をアンケ ト調査により検討した 寒冷刺激暴露により発現
した身体異常は四肢末梢の冷感 知覚異常 運動障害が最も多く プロスタンディン軟膏は
直接寒冷に暴露している時にはほとんど効果を示さなかったが 寒冷から遮断された休息時
の回復を促進する効果が推測された
寒冷刺激暴露に対するス パ ライザ の効果
夏期ド ム旅行において 寒冷刺激暴露による身体異常に対しス パ ライザ による近
赤外線照射の効果をアンケ ト調査により検討した 内陸旅行において 寒冷刺激暴露によ
る身体異常は四肢冷感が最も多く認められた これに対し 従来は雪上車の温風により回復
を促していたが 今回近赤外線照射を施行したところ 温風を用いるよりさらに深部での温
度上昇感が得られた 寒冷刺激暴露に対するス パ ライザ 併用の有用性が示唆された
短期旅行における高地順応の検討


































































夏期ド ム旅行において標高 気圧 気温を観測し 拍脈 体温 動脈血酸素飽和度の計
測を毎日実施した さらに血圧 動脈血液ガス分析 血中電解質 ヘマトクリット値の計測
を出発前 往路中間地点 ド ムふじ観測拠点到着 出発時 復路中間地点 昭和基地帰着
時の計 回行った 拍脈 体温 血圧 血中電解質は全経過を通じて変化はなかった 動脈
血酸素飽和度 動脈血液ガス分析では みずほ基地通過後 標高の上昇とともに
および の低下が認められ 復路では逆の様相を呈した また ヘマトクリット値は





従事する隊員 人を対象に 夏期作業期間に 回の採血を行い血清を分離 凍結保存した
検体を国内へ持ち帰り 今後 測定 評価する予定である
昭和基地における越冬隊員の栄養評価
越冬隊員の栄養評価を行うため 健康診断を兼ねて隊員全員を対象とした採血を 回を行
い 血清の蛋白 脂質 ほか肝機能値を測定した また 人については血清を分離 凍結
保存して 国内へ持ち帰り ビタミン ホルモンなどを測定し 越冬隊員の栄養状況を総合
的に検討する予定である
極地高所環境が人体に及ぼす影響
春期ド ム旅行において 極地高所環境が人体に及ぼす影響を各種サイトカイン 造血因
子 ホルモン 細胞増殖能によって検討するため 人の旅行隊員に対し 旅行中 回の動脈
血ガス分析 口腔粘膜採取を行った また 採血時に血清を分離 凍結保存し 国内で種
の項目を測定する予定である
例年の多目的衛星受信システム保守作業および受信運用に加えて 運用システムの
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た このソフトウェアには問題点 不便性があったため 第 次隊にて運用 を含めてソ
フトウェアを一新した
アンテナ駆動特性の調整
アンテナを最大速度で駆動させるとモ タ用のブレ カ がトリップしてしまうため
数年前から約 割の速度で駆動させてきた 今回 の 基盤を調整
する事により 最大速度を抑え ブレ カ トリップをなくした
レド ムパネル交換
大型アンテナレド ムは 設置後 年が経過し 風雪や紫外線等で劣化の進行が懸念され
ていた 今回パネル メンブラン 枚をサンプルとして国内に持ち帰り 素材製造メ カ
にて詳細な調査をするため 対象パネルの抜き取りと予備パネルへの交換を行った
年問題対応
新 運用 については のパッチ当てを実施した 運用ソフト
ウェアについては 年問題対応済みであったため 特に問題は発生しなかった
の交換
衛星受信時の 対策として 試験的に 予備機への交換を行った
は外部ノイズが原因の可能性があり マザ ボ ドにノイズ対策が施されている予備
機に交換し様子を見たが 依然 は発生しており 別の対策が必要となった
バンド受信系
バンド衛星受信システム は 第 次隊で昭和基地に導入して以来
衛星 衛星の受信に用いられている 第 次隊では通常の保守対応に加え 週
カウンタ のロ ルオ バ 問題と 年問題の対応に多くの時間を費やした
週カウンタ のロ ルオ バ 問題については これに該当しないとされていた予備
の 受信機が使用できないことが判明したため 月以降は の コマンドに
より 多目的大型アンテナ制御用ワ クステ ションから時刻情報を得るようにした 第
次隊によって交換用の アンテナが持ち込まれ さらにワ クステ ションの とアプ
リケ ションをバ ジョンアップして ようやく復旧できた
年問題については 当初ワ クステ ションの 用ハ ドディスクの交換 と
ソフトウェアのバ ジョンアップを 年末までに行う方針であった しかし
最新バ ジョンの が入手できなくなり 急遽従来のアプリケ ションに
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こうした野外活動には 越冬隊長の許可を必要とし それぞれ 外出届 基地外への日帰
り行動 または 野外行動計画書 宿泊を伴う旅行 を事前に提出することを義務付けた
外出届 は責任者が必要事項を記入し 隊長の承認を得た上で出発前日までに野外行動主任
に届けること 無線機 非常装備 非常食を携行し 出発 到着時ならびに行動中は随時通
信室に連絡することとした また 野外行動計画書 は前月 日までに野外行動主任に提
出し オペレ ション会議で検討した後 隊長が正式承認することとした 基地主要部外で
の単独行動は原則禁止とした ただし 基地視界内の海氷上とアンテナ島 および
小屋については例外措置としつつ その場合も必ず無線機を携帯し 行動中は通信室に連絡
することとした
野外行動を効率よく安全に進めるため ル トを設定した 図 に主要ル トを示す
とっつき岬までのル トは スノ モ ビル 台と で おきに赤旗を立て 氷厚
を測定すると同時にハンドベアリングコンパスと携帯型 を用いて磁方位と緯度経度を
計測した 遠方の沿岸ル トの場合は が先行して氷厚測定と赤旗設置を行い 後続
の で 測位を行った この携帯型 装置は使い易い上に精度も良く 沿岸調査
の際にも非常に役立った
設定したル トは 昭和基地 とっつき岬 ル ト とっつき岬 ル ト 昭和基地
ラングホブデ ル ト ラングホブデ スカルブスネス ル ト きざはし浜
ル ト スカルブスネス スカ レン ル ト 弁天島 ル ト ルンパ ル ト
の ル トである この他 ルンパル ト とラングホブデル ト を結ぶバイパス
ル ト ラングホブデ袋浦とイットレホブデホルメンを繋いでバイパスル トに至る補助
ル トなども設定した
月に入り海氷が安定したため での橇の掘り起し 車両回収作業を開始したが 基地
へ帰る頃になるとブリザ ドが起こり 現地に停まることが度重なった 月頃より生物部
門がとっつき岬ル ト周辺でアザラシ調査を開始したほか 海洋観測や海底生物採集のた
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第 次隊で設定した主な海氷ル ト 各点は赤旗の位置を示す
め ラングホブデ スカルブスネス スカ レン方面での観測調査旅行を開始した 地学部
門でとっつき岬 ラングホブデ スカルブスネス スカ レンにおいて 観測や地震計保
守作業を 宙空部門では西オングルの超高層モニタリング施設の保守 さらに気水圏部門で
図  














車両については 初期のル ト工作の際はスノ モ ビルと を用いたが その後は
を中心に 等の雪上車を利用した 万一のトラブルを想定し
台以上の雪上車で行動するのを基本とし 燃料 道板 ワイヤ カ ロ プなどを搭載し
た 橇と 必要に応じて観測カブ スや食堂カブ スなども牽引して行動した また 非常
用装備セット 非常用調理器具 非常用医療セット 非常用食料等を必ず携行した
通信手段として車載 通信機のほかに 携帯型 通信機 充電器を持
ち さらにスカルブスネス以南では 通信機を携行した 行動の節目には昭和基地通信室
に連絡を行い 特に宿泊時には定時交信により一日の行動概要を報告した
宿泊を伴った野外行動一覧を表 に示す 越冬期間中の宿泊を伴う野外行動は計 件 日
帰り野外行動は計 件 うちアザラシ調査が 件 である
越冬期間中を通じて 新発電棟設備を始めとする基地内設備の維持管理 雪上車 装輪車
装軌車等の車両整備 さらには内陸旅行 沿岸露岩域調査 海洋観測等の観測支援を行った
越冬中の設備工事では 夏作業から継続して太陽光発電の電気配線 弱電端子盤の結線
管理棟汚水雑配管の配管を行った 太陽光発電を除いて 月中旬までには完成し 越冬のた
めの生活環境が整った 太陽光発電については 月初めに瞬間最大風速 を越える強
風時に 基が倒壊したが パネル本体には問題はなく 月より連続運転を開始した また
排ガスボイラ は 月に試運転を実施し 定常運用に入った
既存設備では 月末に予備食冷凍庫の冷凍機本体が故障した 国内と連絡をとりつつ修
理を試みたが 最終的に現場修理は困難と判断されたため 運用を停止した また 月末に
は厨房冷凍庫の冷凍機も故障した 修理後運転を再開したが 月に再発したため運転を停
止した 月末に荒金ダムの取水ポンプのブレ カ がトリップし 循環系統の一部が凍結
した 積雪が多いため 雪解けを待って復旧作業を行った 電気関係では 月末に地絡警報
がたびたび発報した ブリザ ド時のみであったので原因箇所が絞れず 復旧に苦労した
突き止められた原因は 電力ケ ブルを支えていたワイヤ が錆びて切断され 電力ケ ブ
ルが自重で止め金具に食い込んでいたとのことであった その他の設備に関しては 特に問
題はなかった
車両関係では 月に今回搬入した 雪上車 台を南極大陸深部へ移送した 月末
に 雪上車のデファレンシャルの左軸ドライブシャフトが走行中に折損した 予備部
品があり 交換復旧した その他 小さな不具合や破損等あったが その都度修理や整備に
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ブリザ ド後の吹き溜まりは 倉庫棟 汚水処理棟間 汚水処理棟風下 倉庫棟風下におい




基地内電力需要の増大に対応するため 第 次隊で 号発電機 を
に更新したが 第 次隊ではさらに 号発電機 を撤去し 新
号発電機として 台を設置した これにより 液体ヘリウム製造や 観測な
ど大電力使用時も 機運転にて対応可能で 年間を通じて燃料消費量の低減を図ることがで
きた
号発電機更新に伴い 新発電棟内では制御盤類 冷却水配管設備 燃料配管設備 排気
管設備 排熱回収設備等を更新した また 新発電棟と管理棟 居住棟間の暖房用温水配管
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年 月 日より 月 日までの設備改修工事の間 非常用発電機に切り替えて発電
を行ったが 月に 回 月に 回の停電が発生した 最初の停電は 冷却水ポンプからの
水漏れを原因とする冷却水断水 ほかは過負荷に伴う継電器トリップが原因であった 同じ
く 年 月 日 年 月 日の間も 直流電源盤更新 電力切替盤新設工事 第
次隊夏期作業 に伴い 非常用発電機による電力供給を行った この工事の前後にも 回
の停電が発生した 回目は 発電機冷却水ポンプの停止ボタンを誤って押してしまったこ
とによる冷却水断水 回目は新たに設置した電力切替盤内の誤配線によるものであった
これらを除いて 号および新 号発電機は 越冬中大きなトラブルもなく順調に稼働した
月平均電力は 月に最大 を記録した以外はおおむね の範囲を推移し
た 図
燃料
電力需要に伴う 軽油 ウィンタ 軽油 備蓄量の減少を押さえるため 第 次隊から
軽油に を混合して発動機の燃料として使用した 混合比率は の備蓄量を勘案
し 軽油 を とした 混合燃料の使用は 年 月 日から開始した 年間の
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Fig. . Monthly mean and maximum electric power consumption.
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第 次隊に続いて太陽光パネル 基 の増設工事を実施した 第 次隊設置
パネルの後方 推薬庫側 に これまでのパネル列に対して垂直方向に 基 列を設置した
パネルの向きも変更し それぞれ真北から東西に 度ずつ傾け ハの字型配列とした これ
により 発電時間の実質的延長が可能となった 今回の増設により最大出力 の発電設
備となる
月初旬の強風で第 次隊で設置した太陽光パネルの内 風上側の 基が基礎から倒れ
た 幸いパネル本体に損傷はなく 新たに基礎を設け パネル架台を組立て直した 強風対




汚水処理棟設備および 小屋の完成 太陽光パネル増設に伴い 電源配線工事を行っ
た 倉庫棟天測点側のケ ブルラックが雪の荷重で大きく折れ曲がったため ラックを交換
するとともに単管パイプで補強した その他 各棟の屋内電気配線 改修 気象棟第 居住
棟側外灯設置 放送設備 電話設備 火災報知設備等の整備を適宜行った
機械設備
これまで暖房用温水ボイラ は 号機のみであったが 第 次隊にて 号ボイラ を設
置した このボイラ は 発動機から回収し管理棟 居住棟へ供給する熱が 需要熱量に不
足する場合に追い焚きとして使用する また 発動機の排気熱を回収し造水 暖房等に利用
するため 新たに排ガス 温水熱交換器を設置した その他 造水装置 給水設備 暖房設
備等の保守整備を行った このうち 予備食冷凍庫の冷凍機のコンプレッサ 用ヒ タ ス
イッチが入っておらず 潤滑油が凍結し コンプレッサ が破損した 交換部品がないため
以後 予備食冷凍庫の使用を中止した これ以外には一年を通じて特に大きな問題はなかっ
た なお 日あたりの水消費量は 基地人口が倍増する 月を除いて で推移した
防災設備
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装輪車は除雪した雪の運搬や夏期の人員 物資輸送などに使用した 年 月中旬より
整備し 越冬中は ヘリポ ト前に風上に向けて並べ 雪避け用の覆いをした上で集積し
た 装軌車は夏期作業 建築作業 除雪等一年を通して活用した 雪上車はル ト工作 沿
岸および内陸の調査旅行等に使用した のウォ タ ポンプ故障やデファレンシャル
のドライブシャフト折損以外は 大きなトラブルはなかったが 全体的に老朽化が進んでい
る
夏期ド ム旅行を始め みずほ旅行 春期内陸旅行 沿岸 海洋観測などの際 車両燃料
集積燃料 観測物資を運ぶため多くの橇を使用した 第 次隊では 積木製橇を計 台
新品 台 修理品 台 を持ち込んだ 月の 回にわたり に集積していた橇
台の内 台を昭和基地に搬送し整備を行った 機械用幌カブ スの破損が特にひどく
全面的に幌を張り替えた
カブ スについては 機械用幌カブ スの幌張り替え 食堂幌カブ スの支柱修理等を実
施した他は 特に問題はなかった
橇は全般的に老朽化しているものが多い 新しい橇を持ち込んではいるが 持ち帰りが少
ないため 台数が増えてきている 今後 計画的な持ち帰り修理や廃棄処分が必要である
燃料 油脂
しらせ 接岸後 直ちに艦の支援を受けて しらせ から見晴らし岩貯油所まで貨油ホ
ス 約 を敷設し 軽油 ならびに 燃料 のバルク送油を実施した
年 月 日 に開始し 日 に完了した
基地タンクについては 発電機用の 軽油は タンク 金属タンク 金
属タンク 基を使用し 金属タンクは車両燃料 金属タンクはボイラ 燃料として
使い分けた 見晴らし岩貯油所から基地タンクへの送油は計 回行い 平均約 以上
軽油 を送油した なお 第 次隊より発電機燃料を 軽油と 混合
とし 月より使用開始した
軽油のドラムは非常発電機用に用い 残りは車両関係に使用した
南極軽油については 主に夏 春のド ム旅行 みずほ旅行での車両 集積用として持ち
込んだが 冬期の基地周辺の観測 内陸観測 基地車両などにも一部使用した なお 基地
車両については 南極軽油と 混合 を使用した
その他の燃料 油脂に関しては 作動油が不足気味だった他は特に問題なかった
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越冬期間中 おおむね良好に動作した ただし 第 次隊で第 レ ダアンテナを蜂
の巣山受信用ロンビックアンテナ近くに設置したため 短波受信機および短波 に
レ ダの送信電波が の広帯域にわたり常時入感した 内陸旅行隊との定時交信の
際には レ ダ送信を約 時間停止するよう宙空部門に依頼するとともに 短波受信機のノ
イズブランカ を入れて運用した これにより干渉は軽減したが 通信条件が悪い場
合には大きく影響した 根本的には レ ダの設置場所に問題があるが 通信周波数に影
響しないようフィルタ を入れるなどの応急対策をとる必要がある
衛星通信設備








越冬期間中 倉庫棟の冷凍 冷蔵庫は順調に稼働し 保存食料への悪影響はなかった し
かし 月末に予備食冷凍庫が使用できなくなり 保管していた予備食 年経過 を新発電
棟第 冷凍庫へ移動した 月末には厨房内冷凍庫も故障し 使用できなくなった 予備食
年経過 は 一部の魚類 野菜類を除いてほぼ満足できるものであるが 数が多すぎるも
のや使用頻度の少ないものがあった
食事は 朝はバイキングスタイル 昼は一品と副食とし 夕食はできるだけ冷めないよう
大皿盛にし 品を準備した 献立の内容は和食 洋食 中華を交互に織り混ぜ 変化とボ
リュ ムをもたせた 休日日課は朝昼兼用のブランチとし 朝食希望者には 常備してある
パンやカップ麺などを各自で利用してもらうことにした
第 次隊は越冬期間中 生死に関わる 後遺症を残す あるいは基地内で充分な対応がで
きず移送を必要とするといった重篤な傷病は発生しなかった 行動制限を要する傷病として
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発作の 例で一時的安静の必要を認めた また高尿酸血症 例は継続的な内科的コントロ
ルを必要とした その他の傷病は すべて短期的な加療のみで治癒または軽快した また
筋肉痛 腰痛といった傷病に対し 内服 外用 理学療法にて積極的に加療する方針をとっ
たため その領域での受診が多い傾向があった








その他 設備維持 在庫管理 救急品調整等は基本的に例年通りであった
廃棄物の管理ならびに処理は 越冬隊内規 廃棄物処理細則 に基づき 基地から排出さ
れる廃棄物の分別 指導 処理設備の保守管理 排出量の計測等を中心に年間を通して実施
した また みずほ旅行隊に参加し 内陸旅行時の廃棄物処理法をとりまとめ ド ム旅行
隊に引き継いだ
大型廃棄物については ヘリポ ト奥集積山のアスベスト廃材と車両 発電機更新に




越冬交代後も夏期作業の残作業として 第 夏宿移設 棟下道路補修 第 発電棟お
よび 水槽の解体作業を行った 解体作業に伴う残材の移動 水槽内氷の撤去作業にか
なりの時間を要した また 月末 月上旬にかけて組立調整室の解体を行った 越冬後半
には 不要アンテナの解体や大型アンテナレド ムのパネル交換 枚持ち帰り 等を行っ
た
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装備品の管理 運用は 原則的に 装備部門の手引き 国立極地研究所事業部観測協力室
当時 編 に基づいて行ったが 特別な場合は現場の判断で対応した 越冬中は 各装備品
の管理 維持 個人装備品の追加支給 旅行共同装備品の貸出 補修を随時行い 日用品に
ついては在庫管理を計画的に行い在庫不足とならないよう補給した 個人装備品について
は 越冬中 月と 月の 回アンケ トを実施し 次隊への調達参考意見の作成 備品の在
庫調査 持ち帰り物品の準備 貸与品の回収等を行った 装備品全般では特に大きな問題は
なかったが 個人装備品については改善と新しい対応を強く求める声が多かった
昭和基地では 第 次隊で整備された によるロ カルエリアネットワ ク
が基地内の情報基盤として運用されている 昭和基地と日本の国立極地研究所の間はインマ
ルサット 回線により接続され 時間ごとに を用いたダイアルアップの 接続
が行われている
第 次隊では 既存のネットワ クシステムの維持管理を行うとともに サ
ブドメイン しらせ 用 サブドメイン 夏期隊員宿舎用 サブドメイン
の新設 しらせ 夏期隊員宿舎でのデ タ通信の運用開始 昭和基地用 サ
バ ファイルサ バの新設 ハイスピ ドデ タ通信試験 などを新たに実施した
第 次隊物資の搬入ならびに第 次隊物資の持ち帰り輸送は 氷上輸送 空輸ともに天
候に恵まれ 順調に終了した 氷上輸送で約 空輸で約 の物資が基地へ輸送され
そのうち車両 航空機 コンテナ 食料 ドラム缶 私物については第 次隊が荷受け
をし その他の物資を第 次隊が荷受けを行った 一方 第 次隊の持ち帰り物資は 廃
棄物 観測 設営物資 持ち帰り車両を含む の合計 であった
輸送期間中は原則的に全員作業としたが ド ム旅行隊 名 生物野外調査 名 第 次
人工地震オペレ ション支援 名 調理 通信各 名 さらに日勤者等観測を抜けられな
い者がいるため 作業は常に 名弱で行うこととなった また 昨年のように観測物資を海
氷上に積み残しておくのは好ましくないとの判断から 作業時間を朝 時 分から夜 時
まで延長し 積み置きを残さずその日のうちにすべて所定の場所に集積する方針とした
年 月 日 第 次隊の越冬隊長および輸送担当者が集まり 第 次隊物資
輸送について協議した また 第 次隊の持ち帰り輸送についても 月 日に輸送担当者
が しらせ に赴き 打ち合わせを行った
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東島圭志郎 佐藤 健 安ヶ平一也 村方栄真 河原恭一 第 次南極地域観測隊気象部門報
告 南極資料
大谷眞二 草谷洋光 第 次南極地域観測隊越冬隊員の健康状況 南極資料
国立極地研究所 日本南極地域観測隊第 次隊報告 東京
白石和行 第 次南極地域観測隊夏期行動報告 南極資料
竹下 秀 宮岡 宏 江尻全機 佐 木政子 オゾンホ ル下の太陽紫外放射環境 南極資料
フォ クリフト移動や長距離の物資輸送に時間を要した また 空輸の際に輸送用パレット
が不足するという問題が生じた これは 第 次隊の食料荷受けの際パレットごと輸送する
方法を取り パレット積みしたまま基地内に積み置いたこと 第 次隊の持ち帰り廃棄物集
積が同時期に行われたこと さらに ヘリポ トでの荷受けに伴い運搬距離が長く時間がか
かったことなどが要因として考えられる
まれにみる悪天候とアムンゼン湾の緊急撤収のため しらせ が昭和基地を離れるといっ
た事態の中で進行した第 次隊の夏期オペレ ションであったが 夏隊と協力してこれを
乗り切った自信とチ ムとしての連帯感が 一年間の長い越冬生活を過ごす上で大きなプラ
スとなった 越冬中 大きな事故や健康を損ねた隊員もなく 所定の観測 設営計画を無事
完了することができたのは 越冬隊員全員の献身的な努力の賜物といえる
第 次越冬隊の準備段階から帰国まで さまざまな局面で多くの方 のお世話になった
特に しらせ の茂原清二艦長ほか乗員の皆様 国立極地研究所の教職員の皆様 文部省を
始め関係機関 会社の皆様 そして 一年以上に及ぶ長期出張を支えていただいた隊員の家
族のご支援に心より感謝する




    
    
    
















































,**, .* -. -3
,*** .* +332 ,*** .,-
,**+
/.3 //,
,**+ .* +332 +333 /* 1*
,**+
+ +,
.+
.*
.*
.*
2
.1
.0
,.
./
./
